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５
　
一
闡
提
せ
ん
だ
い
成
佛
の
思
想
衢
　
一
闡
提
不
決
定
す
で
に
初
段
に
お
け
る
一
闡
提
不
定
の
論
は
、
そ
の
中
に
二
、三
の
発
展
因
子
を
内
包
し
つ
つ
、
中
段
に
お
け
る
菩
薩
大
慈
大
悲
の
思
想
に
至
っ
て
、〈
一
闡
提
成
佛
〉
の
解
決
へ
と
雄
飛
す
べ
き
素
地
を
得
た
。
こ
こ
に
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
、
師
子
吼
菩
薩
品
第
二
十
三
、
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
、
陳
如
品
第
二
十
五
の
四
品
を
も
っ
て
終
結
す
る
本
経
の
終
段
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
正
・
反
の
も
ち
合
い
の
緊
張
の
う
ち
に
弁
証
法
的
に
発
展
し
て
行
く
。
善
男
子
、
一
闡
提
の
輩
は
善
根
を
断
ず
る
が
故
な
り
、
衆
生
悉
く
信
等
の
五
根
有
り
、
而
も
一
闡
提
の
輩
は
永
く
断
滅
す
る
が
故
な
り
。
是
の
義
を
以
っ
て
の
故
に
、
蟻ぎ
子し
を
殺
害
す
る
は
、
猶
殺
罪
を
得
、
一
闡
提
を
殺
す
は
殺
罪
有
る
こ
と
無
し漓
。(
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
一)
一
闡
提
は
蟻
の
子
に
も
劣
る
、
と
は
、
正
に
極
言
で
は
な
い
か
。
│
け
れ
ど
も
、〈
一
闡
提
成
佛
〉
の
理
想
は
、
か
か
る
緊
張
に
よ
っ
て
、
い
や
が
上
に
も
高
め
ら
れ
て
行
く
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
高
貴
徳
王
菩
薩
は
五
つ
の
質
問
を
発
し
て
い
る滷
。
一
に
は
、
も
し
四
重
禁
戒
を
犯
し
、
大
乗
経
を
誹
謗
し
、
五
逆
の
重
罪
を
作
れ
る
一
闡
提
等
の
徒
に
も
佛
性
が
有
る
と
す
れ
ば
、
是
等
は
何
が
ゆ
え
に
地
獄
に
堕
ち
る
の
で
あ
る
か
。
佛
性
が
有
れ
ば
地
獄
に
堕
す
る
筈
は
な
い
で
は
な
い
か
。
二
に
は
、
も
し
是
等
の
徒
に
佛
性
が
有
る
と
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、
何
が
ゆ
え
に
常
楽
我
浄
の
四
徳
も
あ
る
と
言
わ
れ
な
い
の
か
。
四
徳
が
な
け
れ
ば
佛
性
も
有
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
か
え
っ
て
佛
性
は
有
る
も
四
徳
な
し
と
言
わ
れ
る
の
は
如
何
。
三
に
は
、
因
果
の
理
を
信
ぜ
ず
、
後
来
成
佛
す
べ
き
因
縁
を
断
尽
し
た
徒
を
一
闡
提
と
称
す
る
な
ら
ば
、
一
闡
提
の
徒
は
そ
の
成
佛
の
因
縁
、
す
な
わ
ち
善
根
を
断
ず
る
時
、
佛
性
を
も
断
徐
し
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
何
故
佛
は
な
お
も
一
闡
提
に
佛
性
有
り
と
言
わ
れ
る
の
か
。
四
に
、
も
し
佛
性
を
断
じ
て
い
れ
ば
、
常
楽
我
浄
の
あ
ろ
う
は
ず
は
も
ち
ろ
ん
無
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
断
じ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
断
善
根
で
は
な
い
か
ら
、
一
闡
提
・
断
善
根
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
れ
を
一
闡
提
と
称
す
る
の
は
何
故
か
。
五
に
は
、
四
重
禁
を
犯
す
も
の
、
方
等
経
を
謗
る
も
の
、
五
逆
罪
を
作
る
も
の
、
一
闡
提
の
も
の
等
に
皆
佛
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
等
の
も
の
は
決
定
性
で
は
な
く
不
定
種
性
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ゆ
え
に
、
も
し
決
定
性
な
ら
ば
、
こ
れ
等
は
各
定
道
的
に
或
は
地
獄
に
堕
し
、
或
は
須
陀
果
を
得
べ
き
も
の
で
無
上
等
正
覚
を
得
べ
き
は
ず
が
な
い
。
即
ち
成
佛
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
考
え
て
く
る
と
諸
佛
如
来
も
不
定
で
あ
る
。
佛
不
定
な
ら
ば
涅
槃
の
体
性
も
ま
た
不
定
に
し
て
常
住
不
変
で
は
な
い
。
否
、
一
切
諸
法
も
ま
た
不
定
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
一
闡
提
の
も
の
が
一
闡
提
す
な
わ
ち
断
善
根
を
除
去
し
て
成
佛
す
る
な
ら
ば
、
諸
佛
如
来
も
ま
た
か
く
の
如
く
涅
槃
の
悟
り
に
入
っ
て
、
ま
た
そ
の
悟
り
を
除
き
、
か
え
っ
て
涅
槃
に
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
涅
槃
の
体
性
は
常
住
不
変
で
は
な
く
、
従
っ
て
常
・
楽
・
我
・
浄
も
無
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
闡
提
等
も
ま
た
成
佛
す
る
と
言
わ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
と
、
せ
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
正
に
白
熱
的
。
高
貴
徳
王
菩
薩
は
こ
の
質
問
を
提
出
す
べ
く
本
経
に
登
場
し
た
感
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
は
た
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
佛
答
や
如
何
に
、
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
善
い
哉
善
い
哉
、
善
男
子
、
無
量
の
衆
生
を
利
益
し
、
安
楽
を
得
し
め
、
諸
の
世
間
を
憐
憫
慈
念
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
発
菩
提
心
の
諸
の
菩
薩
を
増
長
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
是
の
如
き
の
問
を
作
す
。
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と
賞
し
て
の
ち
、
吾
当
に
汝
が
為
に
分
別
し
て
演
説
す
べ
し
。
善
男
子
、
一
闡
提
は
亦
決
定
せ
じ
。
若
し
決
定
せ
ば
是
の
一
闡
提
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
決
定
せ
ざ
る
を
以
て
是
の
故
に
能
く
得
。
汝
が
言
ふ
所
の
如
き
佛
性
断
ぜ
ず
ん
ば
、
云
何
が
一
闡
提
善
根
を
断
ず
と
は
、
善
男
子
、
善
根
に
二
種
有
り
。
一
に
は
内
、
二
に
は
外
な
り
。
佛
性
は
内
に
非
ず
、
外
に
非
ず
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
佛
性
は
断
ぜ
ず
。
復
二
種
有
り
。
一
に
は
有
漏
、
二
に
は
無
漏
な
り
。
佛
性
は
有
漏
に
非
ず
、
無
漏
に
非
ず
。
是
の
故
に
断
ぜ
ず
。
復
二
種
有
り
。
一
に
は
常
、
二
に
は
無
常
な
り
。
佛
性
は
常
に
非
ず
、
無
常
に
非
ず
。
是
の
故
に
断
ぜ
ず
。
若
し
是
を
断
ぜ
ば
即
ち
還
っ
て
得
べ
く
、
若
し
還
っ
て
得
ざ
れ
ば
、
即
ち
不
断
と
名
く
。
若
し
已
得
を
断
ず
れ
ば
一
闡
提
と
名
く
。
四
重
を
犯
す
者
も
亦
是
れ
不
定
な
り
。
若
し
決
定
せ
ば
四
重
禁
を
犯
す
も
の
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
菩
提
ほ
だ
い
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
方
等
経
を
謗
ず
る
も
の
も
亦
復
不
定
な
り
。
若
し
決
定
せ
ば
正
法
を
謗
ず
る
人
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
五
逆
罪
を
作
る
も
の
も
亦
復
不
定
な
り
。
若
し
決
定
せ
ば
五
逆
の
人
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
は
ず澆
。〈
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
・
二
〉。
こ
の
佛
答
は
以
下
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
に
は
、
第
五
の
不
定
問
に
対
す
る
答
で
、
一
闡
提
の
徒
と
雖
も
決
定
性
で
は
な
い
。
も
し
決
定
性
な
ら
ば
、
必
ず
地
獄
に
堕
し
て
成
佛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
決
定
性
で
な
い
か
ら
し
て
、
能
く
成
佛
し
う
る
。
二
に
は
、
第
三
の
断
善
根
に
答
え
、
兼
ね
て
第
一
、
第
二
の
罪
人
問
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。
即
ち
、
断
善
根
の
一
闡
提
に
も
な
お
佛
性
あ
り
と
い
う
の
は
、
佛
性
は
中
道
に
し
て
断
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
善
根
に
は
二
種
あ
る
。
即
ち
凡
法
は
外
で
、
聖
法
は
内
で
あ
り
、
世
間
は
是
有
漏
で
、
出
世
間
は
無
漏
で
あ
り
、
ま
た
有
為
は
無
常
で
無
為
は
常
で
あ
る
。
し
か
る
に
佛
性
は
こ
の
内
外
、
有
漏
無
漏
、
常
無
常
の
二
辺
を
は
な
れ
た
中
道
で
あ
る
か
ら
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
一
闡
提
も
、
こ
れ
を
断
じ
な
い
の
で
あ
る
。
一
闡
提
等
の
徒
が
如
何
に
善
根
を
断
じ
、
罪
を
作
る
と
雖
も
、
そ
128
の
本
然
の
性
質
た
る
佛
性
ま
で
も
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
罪
は
不
定
な
る
も
の
で
あ
る
。
不
定
で
あ
る
か
ら
等
正
覚
を
成
ず
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
断
と
は
已
得
の
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
一
闡
提
と
は
已
得
の
善
根
を
断
ず
る
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
が
、
佛
性
は
已
得
の
も
の
で
は
な
い
。
已
得
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
断
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
佛
性
が
既
に
已
得
定
有
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
一
闡
提
等
の
徒
は
佛
性
を
有
し
な
が
ら
、
し
か
も
地
獄
に
堕
つ
と
云
う
も
何
等
さ
し
つ
か
え
な
い
。
ま
た
佛
性
は
あ
っ
て
も
常
楽
我
浄
の
四
徳
な
し
と
い
っ
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
。
三
に
は
、
重
ね
て
第
五
問
に
答
え
、
兼
ね
て
第
四
問
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
第
五
不
定
問
に
対
す
る
答
え
は
法
明
不
定
・
広
明
不
定
・
結
不
定
の
三
段
に
分
た
れ
、
ま
た
法
明
不
定
の
文
は
初
め
に
悪
人
の
不
定
を
明
か
し
、
次
に
諸
法
の
不
定
、
善
人
の
不
定
、
如
来
の
不
定
を
明
し
て
い
る
。
今
、
右
記
し
た
犯
四
重
禁
者
以
下
は
即
ち
悪
人
不
成
を
明
か
す
文
で
、
四
重
禁
戒
を
犯
す
者
も
、
方
等
経
典
を
謗
る
者
も
、
五
逆
の
重
罪
を
作
る
者
も
皆
こ
と
ご
と
く
不
定
性
で
あ
る
。
も
し
決
定
性
で
あ
れ
ば
、
つ
い
に
無
上
正
等
覚
を
証
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
段
の
如
来
性
品
に
お
け
る
不
定
思
想
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
声
聞
、
縁
覚
二
乗
の
知
ら
ざ
る
、
た
だ
菩
薩
の
み
の
知
る
と
こ
ろ
と
し
て
、「
諸
の
衆
生
は
皆
佛
性
有
り
。
佛
性
を
以
て
の
ゆ
え
に
、
一
闡
提
等
本
心
を
捨
離
す
れ
ば
、
悉
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
の
大
智
が
宣
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
一
闡
提
は
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
。「
善
根
」
の
断
絶
と
「
佛
性
」
の
断
絶
と
は
同
一
視
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。「
善
根
」
と
「
佛
性
」
と
は
浅
深
の
別
が
あ
る
。「
善
根
」
に
は
世
間
〈
外
〉
と
出
世
間
〈
内
〉
の
別
が
あ
る
。
従
っ
て
有
煩
悩
〈
有
漏
〉
と
無
煩
悩
〈
無
漏
〉
と
の
別
、
常
無
常
の
別
が
あ
る
け
れ
ど
も
、「
佛
性
」
は
中
道
ゆ
え
、
こ
の
辺
に
あ
ら
ず
、
129
漏
無
漏
、
常
無
常
を
超
越
し
た
絶
対
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
佛
性
の
断
絶
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る潺
。〈
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
・
二
〉
以
下
、
善
導
大
師
に
よ
っ
て
二
河
白
道
の
譬
喩
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
る
一
篋
き
ょ
う
四
蛇
の
譬
喩
・
四
蛇
、
旃
陀
羅
、
詐
親
、
聚
落
、
六
賊
、
大
河
、
草
、
到
岸
の
八
譬
を
説
い
て
、
蛇
及
び
悪
賊
の
襲
撃
を
逃
が
れ
ん
が
為
に
、
大
河
を
渡
る
に
草
の
で
も
作
る
よ
う
に
、
聖
者
も
蛇
の
如
き
肉
体
、
残
忍
な
心
意
、
賊
の
如
き
環
境
に
脅
か
さ
れ
、
煩
悩
の
河
を
前
に
し
て
戒
定
慧
、
六
波
羅
蜜
、
三
十
七
の
修
養
項
目
を
船
と
し
て
、
力
の
つ
づ
く
限
り
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
勇
気
精
進
が
あ
れ
ば
、
必
ず
常
楽
の
涅
槃
境
で
あ
る
彼
岸
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
の
ご
と
く
聖
者
で
さ
え
寸
時
の
怠
慢
つ
ま
り
念
漏
が
な
い
。
佛
陀
に
は
か
く
の
如
く
三
種
七
種
の
欠
陥(
三
漏
・
七
漏)
が
な
い
か
ら
、
有
漏
と
名
づ
け
ら
れ
ぬ
。
然
し
無
漏
と
も
決
定
せ
ら
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
佛
陀
は
常
に
迷
妄
の
中
に
あ
っ
て
活
動
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
「
善
男
子
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
諸
佛
如
来
は
定
相
有
る
こ
と
無
し
。
善
男
子
、
是
の
故
に
犯
四
重
禁
、
謗
方
等
経
、
及
び
一
闡
提
、
悉
く
皆
不
定
な
り潸
。」〈
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
二
十
二
・
三
〉
以
上
、
一
闡
提
は
不
定
で
あ
っ
て
決
定
相
で
は
な
い
。
し
か
し
て
、
佛
性
は
絶
対
平
等
の
真
知
で
あ
っ
て
、
差
別
的
存
在
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
る
。
事
を
超
え
た
「
理
性
」
と
し
て
の
佛
性
が
、
内
外
、
有
漏
無
漏
、
常
無
常
を
超
え
て
、
存
在
以
上
の
存
在
、
善
悪
以
上
の
善
な
る
が
ゆ
え
に
、
不
断
と
さ
れ
て
、
一
闡
提
成
佛
は
新
た
な
る
視
野
の
中
に
浮
か
び
出
る
。
一
闡
提
不
決
定
・
理
佛
性
不
断
と
し
て
。
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衫
　
後
　
世
　
成
　
佛
こ
こ
で
〈
後
世
成
佛
〉
の
思
想
に
転
じ
よ
う
。
終
段
の
師
子
吼
菩
薩
品
第
二
十
三
に
飛
ん
で
、
善
男
子
、
有
と
は
凡
そ
三
種
有
り
。
一
に
は
未
来
有
、
二
に
は
現
在
有
、
三
に
は
過
去
有
な
り
。
一
切
衆
生
未
来
の
世
に
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
有
る
べ
し
。
是
を
佛
性
と
名
く
。
一
切
衆
生
現
在
悉
く
煩
悩
諸
結
有
り
、
是
の
故
に
現
在
三
十
二
相
、
八
十
種
好
有
る
こ
と
無
し
。
一
切
衆
生
過
去
の
世
に
煩
悩
を
断
ず
る
有
り
。
是
の
故
に
現
在
に
佛
性
を
見
る
こ
と
を
得
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
我
常
に
一
切
衆
生
悉
く
佛
性
有
り
。
乃
至
一
闡
提
等
も
亦
佛
性
有
り
と
宣
説
す
。
善
男
子
、
譬
へ
ば
人
有
り
て
家
に
乳
酪
有
り
。
人
有
り
、
問
ひ
て
「
汝
酥そ
有
り
や
」
と
言
ふ
に
、
答
へ
て
、「
我
有
り
」
と
言
は
ん
。
酪
実
は
酥
に
非
ず
。
巧
方
便
を
以
て
、
定
め
て
当
に
得
べ
き
が
故
に
。
故
に
酥
有
り
と
言
ふ
が
如
く
、
衆
生
も
亦
爾しか
な
り
。
悉
く
皆
心
有
り
。
凡
そ
心
有
る
者
、
定
め
て
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
我
常
に
一
切
衆
生
悉
く
佛
性
あ
り
と
宣
説
す澁
。〈
師
子
吼
菩
薩
品
第
二
十
三
・
一
〉
さ
ら
に
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
に
は
、「
如
何
が
説
き
て
『
断
善
根
の
人
佛
性
有
り
や
』
と
言
は
ん
や
」
と
の
迦
葉
菩
薩
の
問
い
に
対
し
て
、
佛
陀
は
、
善
男
子
、
諸
の
衆
生
過
去
の
業
有
り
、
是
の
業
に
因
る
が
故
に
、
衆
生
現
在
に
果
報
を
受
く
る
こ
と
を
得
。
未
来
の
業
な
り
、
未
生
を
以
て
の
故
に
終
に
果
を
生
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
現
在
の
煩
悩
有
り
、
若
し
煩
悩
無
け
れ
ば
、
一
切
の
衆
生
応
当
に
了
了
り
ょ
う
り
ょ
う
に
佛
性
を
現
見
す
べ
し
。
是
の
故
に
断
善
根
の
人
、
現
在
世
の
煩
悩
の
因
縁
を
以
て
能
く
善
根
を
断
じ
、
未
来
の
佛
性
力
の
因
縁
の
故
に
還また
善
根
を
生
ず澀
。」〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
二
〉
と
し
て
、
一
闡
提
が
佛
性
力
の
因
縁
の
ゆ
え
に
、
畢
竟
得
、
当
得
と
説
く
。
ま
さ
に
断
善
根
一
闡
提
救
済
の
理
想
は
時
の
壁
を
打
ち
破
り
、
未
来
世
に
開
展
す
る
に
い
た
っ
た
。
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か
く
し
て
、「
四
句
分
別
」
が
応
用
さ
れ
、
佛
教
の
真
理
は
四
句
分
別
も
妥
当
せ
ず
、
百
非
の
否
定
す
ら
超
え
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
。
或
は(
一)
佛
性
一
闡
提
に
は
有
り
、
善
根
の
人
に
は
無
き
有
り
、
或
は(
二)
佛
性
善
根
の
人
に
は
有
り
、
一
闡
提
に
は
無
き
有
り
。
或
は(
三)
佛
性
二
人
倶
に
有
る
有
り
。
或
は(
四)
佛
性
二
人
倶
に
無
き
有
り
。
│
善
男
子
、
我
が
諸
の
弟
子
若
し
是
の
如
き
の
四
句
の
義
を
解
す
る
者
、
難
じ
て
「
一
闡
提
の
人
定
め
て
佛
性
有
り
や
、
定
め
て
佛
性
無
き
や
」
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
し
「
衆
生
悉
く
佛
性
有
り
」
と
言
は
ば
、
是
を
如
来
の
随
自
意
語
と
名
く
。
如
来
の
是
の
如
き
随
自
意
語
、
衆
生
云
何
が
一
向
に
解
を
作
さ
ん潯
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
二
〉
と
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
四
句
分
別
で
は
定
有
も
定
無
も
二
つ
な
が
ら
否
定
し
て
、
完
全
に
悉
有
佛
性
を
立
て
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
理
佛
性
の
観
念
が
大
い
に
進
ん
だ
結
果
と
い
え
よ
う
か
。
そ
し
て
、
善
男
子
、
夫
佛
性
と
は
一
法
を
名
け
ず
、
十
法
を
名
け
ず
、
百
法
を
名
け
ず
、
千
法
を
名
け
ず
、
万
法
を
名
け
ず
。
未
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ざ
る
時
、
一
切
の
善
、
不
善
、
無
記
尽
く
佛
性
と
名
く
。
如
来
或
時
因
中
に
果
を
説
き
、
果
中
に
因
を
説
く
、
是
を
如
来
の
随
自
意
語
と
名
く潛
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
三
〉
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
佛
性
は
因
も
果
も
漏
も
無
漏
も
一
切
含
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
次
第
で
あ
り
、
一
乗
佛
教
の
佛
性
観
で
あ
る
。
さ
き
を
急
ご
う
。
最
後
に
佛
性
義
上
有
名
な
一
人
具
七
・
七
人
各
一
の
思
想
に
ふ
れ
る
段
と
な
っ
た
。
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
に
は
、
若
し
説
い
て
「
一
闡
提
の
人
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
」
と
言
ふ
者
有
ら
ば
、
是
を
染
著
と
名
け
、
若
し
「
得
ず
」
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と
言
は
ば
、
是
を
虚
妄
と
名
く濳
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
三
〉
と
し
て
、
佛
性
有
り
と
言
う
も
、
佛
性
無
し
と
言
う
も
、
染
著
・
虚
妄
と
し
て
排
斥
し
、
善
男
子
、
是
の
七
種
の
人
、
或
は
一
人
七
つ
を
具
す
る
有
り
、
或
は
七
人
各
一
つ
な
る
有
り潭
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
三
〉
と
し
て
、
一
人
具
七
、
七
人
各
一
の
思
想
を
宣
説
す
る
。
こ
の
七
種
の
人
と
は
、
さ
き
に
説
か
れ
て
い
た
恒
河
辺
七
衆
生
の
譬
を
言
う
も
の
で
、
善
男
子
、
恒
河
の
中
に
七
衆
生
有
る
が
如
し
。
一
つ
に
は
常
に
没
す
、
二
つ
に
は
暫
く
出
で
て
還
没
す
。
三
つ
に
は
出
で
己
り
て
即
ち
住
す
。
四
に
は
出
で
己
り
て
く
四
方
を
観
る
。
五
に
は
く
観
己
り
て
行
く
。
六
に
は
行
き
己
り
て
複
住
す
。
七
に
は
水
陸
倶
に
行
く澂
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
二
〉
の
中
の
第
一
常
没
人
、
第
二
暫
出
還
没
人
、
第
三
得
住
人
。
第
四
観
四
方
人
。
第
五
観
己
行
人
。
第
六
行
己
複
住
人
。
第
七
到
岸
人
の
七
種
を
指
す
。
し
か
も
、
す
で
に
、
善
男
子
、
恒
河
の
中
の
七
種
の
衆
生
、
亀
魚
の
名
有
り
と
雖
も
水
を
離
れ
ざ
る
が
如
し
。
是
の
如
く
微
妙
の
大
涅
槃
の
中
、
一
闡
提
よ
り
上
諸
佛
に
至
り
て
、
異
名
有
り
と
雖
も
然
も
亦
佛
性
の
水
を
離
れ
ず
。
善
男
子
、
是
の
七
衆
生
の
、
若
し
は
善
法
も
、
若
し
不
善
法
も
、
若
し
は
不
善
法
も
、
若
し
は
方
便
道
も
、
若
し
は
解
脱
道
も
、
若
し
は
次
第
道
も
、
若
し
は
因
も
、
若
し
は
果
も
、
悉
く
是
れ
佛
性
な
り
。
是
れ
を
如
来
の
随
自
意
語
と
名
く潼
。」(
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
三)
と
宣
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が潘
、
こ
れ
を
受
け
て
、
今
、「
善
男
子
、
是
の
七
種
の
人
、
或
は
一
人
七
つ
を
具
す
る
有
り
、
或
は
七
人
各
一
つ
な
る
有
り
」
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
こ
の
七
人
各
一
は
横
に
見
た
五
性
各
別
の
思
想
で
あ
り
、
一
人
具
七
は
縦
に
見
た
一
人
五
性
の
思
想
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
そ
の
ま
ま
唯
識
学
者
の
五
性
格
別
説
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
後
者
は
賢
首
大
師
法
蔵
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の
一
人
五
性
説
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
が
「
善
男
子
、
是
の
七
種
の
人
、
或
は
一
人
七
つ
を
具
す
る
有
り
、
或
は
七
人
各
一
つ
な
る
有
り
」
と
端
的
に
言
わ
れ
て
、
唯
識
・
華
厳
両
系
の
横
的
・
縦
的
両
性
観
を
あ
わ
せ
含
む
解
決
と
見
ら
れ
て
い
る澎
。
こ
こ
ま
で
一
闡
提
救
済
の
理
想
は
追
及
さ
れ
て
、
対
問
者
迦
葉
菩
薩
に
対
す
る
佛
陀
の
次
の
一
言
は
よ
く
本
経
の
意
義
を
宣
明
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
善
い
哉
善
い
哉
、
善
男
子
、
是
の
如
き
微
妙
の
大
涅
槃
の
経
は
、
乃
ち
是
一
切
善
法
の
宝
蔵
な
り
。
譬
へ
ば
大
海
の
是
衆
宝
の
藏
な
る
が
如
く
、
是
の
涅
槃
経
も
亦
復
是
の
如
し
。
即
ち
是
一
切
字
義
の
秘
藏
な
り
。
…
善
男
子
、
是
の
経
は
能
く
一
闡
提
の
杖
と
為
る
こ
と
、
猶
し
羸るい
人
の
こ
れ
に
因
り
て
起
っ
た
こ
と
を
得
る
が
如
し
。
善
男
子
、
是
の
経
は
能
く
一
切
の
悪
人
の
為
に
橋
梁
と
作
る
こ
と
、
猶
し
世
橋
の
能
く
一
切
を
渡
す
が
如
し澑
。〈
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
・
四
〉
咤
　
佛
身
と
佛
性
と
さ
て
、『
大
涅
槃
経
』
の
旗
幟
は
、
一
に
〈
佛
身
常
住
〉、
二
に
〈
佛
性
遍
在
〉
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
経
文
を
概
観
し
て
来
た
我
ら
は
、
こ
の
二
つ
の
旗
幟
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
因
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
果
で
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。
時
に
は
佛
身
常
住
を
高
揚
す
る
と
こ
ろ
よ
り
一
切
衆
生
の
佛
性
遍
在
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
は
一
闡
提
成
佛
が
展
開
さ
れ
た
が
ご
と
く
見
え
る
。
か
と
思
え
ば
、
時
に
は
一
闡
提
成
佛
の
た
め
に
は
一
切
衆
生
の
佛
性
普
遍
が
背
景
と
な
り
、
そ
の
佛
性
遍
在
の
事
実
を
基
礎
づ
け
る
べ
き
大
前
提
と
し
て
、
佛
身
常
住
が
宣
説
さ
れ
た
の
か
。
い
ず
れ
と
も
見
え
て
『
大
般
涅
槃
経
』
は
我
が
前
に
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
き
わ
め
て
有
機
相
関
々
係
に
あ
る
こ
と
は
、
例
え
て
言
え
ば
山
高
け
れ
ば
裾
野
広
く
、
裾
野
広
け
れ
ば
山
高
き
し
る
し
と
も
さ
れ
よ
う
か
。
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佛
陀
の
肉
親
寂
滅
の
事
実
よ
り
発
し
た
教
法
常
住
思
想
は
教
法
の
背
後
に
横
た
わ
る
理
法
を
法
身
と
し
、
法
界
と
し
て
、
そ
の
常
住
を
主
張
し
た
華
厳
の
法
身
観
に
昇
華
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
華
厳
の
法
身
観
が
佛
陀
の
人
格
を
離
れ
て
、
む
し
ろ
教
法
中
心
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
佛
陀
の
人
格
を
追
慕
す
る
情
よ
り
す
れ
ば
冷
た
す
ぎ
て
物
足
ら
ぬ
感
あ
る
事
か
ら
、
歴
史
的
佛
陀
に
即
し
て
、
そ
の
常
住
を
要
求
す
る
切
な
る
願
い
か
ら
、
法
華
経
如
来
寿
量
品
の
久
遠
実
成
の
本
佛
思
想
が
展
開
さ
れ
、
し
か
も
な
お
、
そ
れ
も
未
だ
端
的
に
内
心
に
即
し
て
こ
れ
を
証
明
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
の
を
、
一
層
具
体
的
・
確
定
的
に
、
法
身
の
当
体
は
遂
に
我
が
心
に
あ
り
と
し
て
、
従
来
の
法
身
常
住
観
を
、
人
格
と
し
て
の
佛
身
常
住
観
へ
と
結
晶
高
揚
せ
し
め
た
本
経
は
、
そ
の
高
く
し
て
確
実
な
る
佛
身
常
住
の
頂
点
よ
り
着
々
と
稜
線
を
伸
ば
し
て
、
広
く
裾
野
を
描
き
回
ら
せ
、
遂
に
一
闡
提
を
も
包
摂
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
或
は
ま
た
逆
に
、
一
切
皆
成
佛
の
理
想
を
掲
げ
た
法
華
経
に
も
罪
根
深
重
、
増
上
慢
、
未
得
謂
得
、
未
証
謂
証
の
輩
に
し
て
、
会
座
よ
り
起
去
し
た
五
千
の
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
あ
り濂
、
大
無
量
寿
経
の
四
十
八
願
最
高
峰
た
る
第
十
八
願
に
も
五
逆
の
者
と
正
法
を
誹
謗
す
る
者
と
は
救
済
か
ら
除
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を潦
、
一
切
皆
成
佛
の
理
想
よ
り
し
て
、
つ
い
に
そ
れ
ら
の
遠
慮
を
も
透
過
し
、
断
善
無
信
の
一
闡
提
、
諸
経
典
に
お
い
て
永
く
成
佛
の
可
能
性
を
奪
わ
れ
お
り
し
一
闡
提
の
徒
を
も
成
佛
せ
し
む
る
最
も
高
く
し
て
、
現
実
な
る
佛
身
常
住
思
想
が
掲
げ
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
経
に
結
晶
し
た
宗
教
的
構
想
力
の
壮
に
し
て
大
な
る
を
讃
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
是
の
経
を
名
け
て
大
般
涅
槃
を
為
す
。
上
語
も
亦
善
、
中
語
も
亦
善
、
下
語
も
亦
善
な
り
。
義
味
深
邃すい
に
し
て
、
其
の
文
も
亦
善
な
り
。
純
備
具
足
、
清
浄
梵
行
、
金
剛
宝
藏
、
満
足
無
欠
な
り
。
汝
善
く
諦
ら
か
に
聴
け
。
我
今
当
に
説
く
べ
し
。
善
男
子
、
言
ふ
所
の
大
と
は
、
こ
れ
を
名
け
て
常
と
為
す
。
八
大
河
悉
く
大
海
に
帰
す
る
が
如
し
。
此
の
経
は
是
の
如
く
一
切
の
諸
の
煩
悩
結
、
及
び
諸
の
魔
性
を
降
伏
し
、
然
し
て
後
に
、
大
般
涅
槃
を
要
し
て
身
命
を
放
捨
す
。
是
の
故
に
名
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け
て
大
般
涅
槃
と
曰
ふ
。
善
男
子
、
又
医
師
一
つ
の
秘
法
有
り
て
、
悉
く
一
切
所
有
の
医
術
を
摂
す
る
が
如
し
。
善
男
子
、
如
来
も
亦
爾
な
り
。
所
説
の
種
々
の
妙
法
、
秘
密
深
奥
藏
門
、
悉
く
皆
此
の
大
般
涅
槃
に
入
る
。
此
の
故
に
名
け
て
大
般
涅
槃
と
為
す
。
善
男
子
、
譬
へ
ば
農
夫
春
月
に
種
を
下
し
、
常
に
希
望
有
り
。
既
に
果
実
を
収
む
れ
ば
、
衆
望
都
て
息
む
が
如
し
。
善
男
子
、
一
切
衆
生
も
亦
復
是
の
如
し
。
餘
経
を
修
学
す
れ
ば
、
常
に
滋
味
を
希
ふ
。
若
し
是
の
大
般
涅
槃
を
聞
く
こ
と
を
得
ば
、
餘
経
所
有
の
滋
味
を
希
望
す
る
悉
く
皆
永
く
断
ず
。
是
の
大
涅
槃
を
能
く
衆
生
を
し
て
諸
の
有
流
を
度
せ
し
む澳
。〈
名
字
功
徳
品
第
六
・
一
〉
正
に
堂
々
た
る
自
負
で
は
な
い
か
。「
華
厳
経
」
の
法
身
観
、「
法
華
経
」
の
久
遠
実
成
本
佛
観
お
よ
び
一
切
皆
成
佛
思
想
、
或
は
「
大
無
量
寿
経
」
の
十
方
衆
生
救
済
の
大
誓
願
の
大
理
想
は
、
悉
く
海
の
如
き
「
大
般
涅
槃
経
」
の
具
す
る
と
こ
ろ
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
！
咾
　
曇
無
讖
と
道
生
今
、
涅
槃
経
を
閉
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
胸
中
に
去
来
す
る
の
は
、
本
経
に
法
縁
を
結
ん
だ
古
今
東
西
の
感
動
的
な
先
覚
者
の
群
像
で
あ
る
。
本
経
の
誕
生
に
つ
い
て
は
確
定
し
難
く
、
少
な
く
と
も
六
巻
泥
の
形
だ
け
は
竜
樹
よ
り
無
著
ム
チ
ャ
ク
、
世
親
に
至
る
間
、
Ａ
Ｄ
三
百
年
前
後
に
け
い
賓ひん
地
方
に
現
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
作
者
像
は
知
る
由
も
な
い
。
が
、
そ
れ
よ
り
百
年
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
の
は
曇どん
無む
讖しんD
harm
aksena
で
あ
る
。
中
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
涅
槃
経
に
よ
っ
て
大
乗
の
信
仰
に
入
り
、
涅
槃
経
を
抱
い
て
雪
山
を
越
え
、
流
沙
を
渡
し
、
崑
崙
を
こ
え
て
中
国
に
入
り
、
涅
槃
経
の
た
め
二
た
び
イ
ン
ド
に
出
発
し
て
途
中
毒
刃
に
倒
る
。
前
後
三
十
年
、
涅
槃
経
の
た
め
に
生
き
、
涅
槃
経
の
た
め
に
倒
れ
た
彼
の
生
涯
は
、
涅
槃
経
の
魅
力
が
描
い
た
一
つ
の
軌
跡
で
あ
っ
た
。
以
後
二
百
五
十
年
、
唐
の
若
那
跋
陀
羅
に
よ
る
大
般
涅
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槃
経
後
分
二
巻
の
訳
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
志
は
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
曇
無
讖
と
並
ん
で
忘
れ
え
な
い
の
は
、
道
生
で
あ
る
。
先
の
四
十
巻
大
本
涅
槃
出
来
以
前
、
東
晋
、
法
顕
・
覚
賢
共
訳
の
大
般
泥
経
六
巻
が
世
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
名
声
赫
々
た
る
羅
什
門
下
四
聖
の
一
人
道
生
法
師
は
、
こ
の
大
本
涅
槃
経
前
十
巻
に
相
当
す
る
泥
経
本
を
見
、
そ
の
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
の
経
意
よ
り
し
て
一
闡
提
成
佛
説
を
唱
え
る
に
い
た
っ
た
。
す
で
に
知
る
如
く
、
そ
の
寿
命
品
よ
り
一
切
大
衆
所
問
品
ま
で
の
初
段
は
一
闡
提
不
成
佛
を
苛
酷
に
弁
じ
て
お
り
、
文
言
上
は
一
闡
提
成
佛
な
ど
考
う
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
初
段
中
に
も
一
闡
提
成
佛
の
伏
線
は
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
今
道
生
の
手
に
す
る
六
巻
泥
は
大
本
涅
槃
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
同
じ
か
ら
ず
、
む
し
ろ
一
闡
提
成
佛
の
響
き
は
厳
し
く
重
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
品
第
十
六
の
大
本
は
、
彼
の
一
闡
提
は
佛
性
有
り
と
雖
も
、
而
も
無
量
の
罪
垢
に
纏
は
れ
、
出
づ
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
蠶
に
処
る
が
如
し澣
。
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
六
巻
泥
は
、
彼
の
一
闡
提
の
、
如
来
性
に
於
い
て
永
絶
す
る
所
以
は
、
斯
れ
誹
謗
に
由
っ
て
大
悪
業
を
な
す
こ
と
、
彼
の
蠶
虫
綿
網
自
ら
纏
ひ
て
出
る
処
な
き
が
如
し
、
一
闡
提
亦
復
是
の
如
し澡
。
と
し
て
、
い
よ
い
よ
不
成
佛
の
意
が
断
言
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
涅
槃
経
梵
本
は
一
、
二
の
断
片
の
み
発
見
さ
れ
て
、
テ
キ
ス
ト
批
評
よ
り
、
い
ず
れ
が
正
意
を
伝
う
る
や
否
や
を
判
断
し
え
ず
と
雖
も
、
未
開
発
な
る
六
巻
本
に
よ
り
、
よ
く
一
闡
提
成
佛
を
宣
説
す
る
を
得
た
道
生
の
活
眼
は
、
涅
槃
経
の
名
と
共
に
永
く
記
憶
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
経
文
に
無
き
奇
矯
な
る
言
辞
を
弄
す
る
の
徒
と
し
て
都
を
追
わ
れ
、
呉
の
虎
丘
山
に
退
き
つ
つ
、「
若
し
佛
意
に
違
は
ば
現
身
に
悪
疫
を
受
け
ん
。
若
し
聖
意
に
契
は
ば
此
経
を
購
読
し
て
命
終
せ
ん
」
と
し
て
、
不
動
な
り
し
道
生
の
姿
は
、
い
つ
の
世
に
も
論
語
読
み
の
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論
語
知
ら
ず
の
パ
リ
サ
イ
衆
に
よ
っ
て
は
宗
教
姑
息
し
、
経
典
の
心
を
読
み
と
る
活
眼
の
士
に
よ
っ
て
こ
そ
宗
教
は
進
展
せ
し
め
ら
れ
る
の
好
例
で
あ
る
。
以
下
、
六
巻
泥
と
四
十
巻
大
本
を
参
計
し
て
、
三
十
六
巻
、
二
十
五
品
の
南
本
と
し
た
華
厳
、
彗
観
、
謝
霊
運
の
名
は
、
そ
の
流
通
に
よ
っ
て
南
北
朝
殊
に
梁
代
に
い
た
っ
て
「
涅
槃
宗
」
の
成
立
を
見
た
事
実
と
相
俟
っ
て
記
憶
さ
れ
よ
う
。
袞
『
教
行
信
証
』
の
阿
闍
世
か
く
し
て
、
本
経
は
遂
に
日
本
に
接
触
す
る
。
も
し
聖
徳
太
子
の
学
系
が
光
宅
寺
法
雲
に
連
な
る
と
す
れ
ば
、
太
子
ま
た
日
本
に
お
け
る
涅
槃
宗
学
者
と
さ
れ
よ
う
が
、
太
子
が
事
実
本
経
を
所
見
し
た
と
は
知
ら
れ
な
い
。
以
後
、
日
本
佛
教
に
あ
つ
て
は
源
平
時
代
に
宝
地
房
証
真
が
、
涅
槃
経
疏
抄
四
巻
を
著
わ
し
た
ほ
か
は
、
一
つ
の
注
釈
も
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
奇
異
な
現
象
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
涅
槃
経
の
思
想
は
日
本
佛
経
に
重
大
な
根
拠
を
与
え
つ
づ
け
た
が
ゆ
え
で
あ
る
。
今
も
し
、
平
安
よ
り
鎌
倉
へ
と
展
開
し
た
一
乗
教
、
一
闡
提
成
佛
教
の
一
応
の
決
着
点
を
親
鸞
と
目
す
る
な
ら
ば
、
親
鸞
は
主
著
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」(
教
行
信
証)
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
涅
槃
経
を
引
用
、
応
用
し
て
い
た
。
そ
の
念
佛
の
こ
こ
ろ
を
問
題
と
す
る
信
巻
で
は
堂
々
長
文
を
も
っ
て
阿
闍
世
王
回
心
の
く
だ
り
が
梵
行
品
第
二
十
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。ま
ず
、
現
病
品
に
お
い
て
難
治
の
機
と
し
て
、
謗
大
乗
、
五
逆
罪
、
一
闡
提
を
あ
げ
、「
か
く
の
ご
と
き
の
三
病
、
世
の
な
か
に
極
重
な
り
。
こ
と
ご
と
く
声
門
縁
覚
菩
薩
の
よ
く
治
す
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。」
と
し
て
、
悪
友
提
婆
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
父
王
を
殺
し
、
母
韋
提
い
だ
い
希け
を
幽
閉
し
た
阿
闍
あ
じ
ゃ
世せ
王
が
後
悔
煩
悶
、
地
獄
の
果
報
を
恐
れ
る
。
六
師
外
道
に
よ
る
も
衷
心
の
罪
悪
感
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
醫
耆
婆
ぎ
ば
か
ら
佛
陀
こ
そ
「
衆
生
の
一
切
悪
罪
を
破
す
る
」
と
聞
く
。
た
だ
一
佛
乗
、
弥
陀
の
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誓
願
に
よ
ら
ね
ば
救
わ
れ
ぬ
旨
が
顕
示
さ
れ
る
。
わ
れ
阿
闍
世
の
為
に
無
量
億
劫
に
涅
槃
に
い
ら
ず
と
の
た
ま
へ
り
。
善
男
子
、
如
来
の
蜜
語
不
可
思
議
な
り
、
佛
法
衆
僧
ま
た
不
可
思
議
な
り
、
菩
薩
摩
訶
薩
ま
た
不
可
思
議
な
り
、
大
涅
槃
経
ま
た
不
思
議
な
り澤
と
言
う
文
字
は
信
巻
に
お
い
て
輝
き
を
放
つ澹
佛
陀
の
大
慈
大
悲
に
浴
し
た
阿
闍
世
は
、
世
尊
、
も
し
わ
れ
あ
き
ら
か
に
よ
く
衆
生
の
も
ろ
も
ろ
の
悪
心
を
破
壊
せ
ば
、
わ
れ
つ
ね
に
阿
鼻
地
獄
に
あ
り
て
無
量
劫
の
な
か
に
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
の
た
め
に
苦
悩
を
う
け
し
む
と
も
、
も
て
苦
と
せ
ず濆
と
誓
う
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
「
教
行
信
証
」
の
総
序
で
宣
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ひ
そ
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
、
難
思
の
弘
誓
は
難
度
海
を
度
す
る
大
船
、
無
碍
む
げ
の
光
明
は
無
明
の
闇
を
破
す
る
恵
日
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
浄
邦
縁
熟
し
て
、
調
達
闇
世
を
し
て
逆
害
を
興
ぜ
し
む
。
浄
業
機
彰
し
て
釈
迦
韋
提
を
し
て
安
養
を
選
ば
し
め
た
ま
へ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
、
権
化
の
仁
、
ひ
と
し
く
苦
悩
の
群
萌
を
救
済
し
、
世
雄
の
悲
、
ま
さ
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
む
と
欲
す
。
か
る
が
ゆ
へ
に
知
ん
ぬ
、
圓
融
至
徳
の
嘉
號
は
、
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
正
智
、
難
信
金
剛
の
信
楽
は
、
疑
を
除
き
徳
を
獲
し
む
る
真
理
な
り
と
。
し
か
れ
ば
凡
小
修
し
や
す
き
真
教
、
愚
鈍
往
き
や
す
き
捷
徑
し
ょ
う
け
い
な
り
。
大
聖
の
一
代
の
教
、
こ
の
徳
海
に
し
く
な
し澪
。
と
。「
涅
槃
経
」
は
日
本
を
蔽
う
念
佛
の
大
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
※
　
こ
の
阿
闍
世
の
罪
悪
が
佛
陀
に
よ
っ
て
、
い
か
に
破
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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哘
　
結
び
以
上
、
キ
リ
ス
ト
教
が
永
遠
・
至
高
の
神
が
い
か
に
し
て
人
と
な
り
た
ま
い
し
か(C
ur
D
eus
H
om
s)
を
テ
ー
マ
と
す
る
の
と
は
正
反
対
に
、
八
十
歳
に
し
て
死
し
た
一
賢
人
シ
ャ
カ
を
、
い
か
に
し
て
〈
神
〉
に
ま
で
仕
立
て
上
げ
ん
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
の
人
間
の
営
為
と
展
開
を
諸
佛
典
に
た
ど
っ
て
来
た
。
今
、
こ
れ
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
心
中
に
浮
か
ぶ
の
は
、
こ
の
『
大
般
涅
槃
経
』
が
、
シ
ャ
カ
最
後
の
説
法
と
い
う
形
式
を
以
て
、
シ
ャ
カ
の
神
格
化
を
最
高
・
究
極
点
に
達
せ
し
め
た
時
│
人
格
と
し
て
の
佛
身
常
住
観
に
達
せ
し
め
た
時
│
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
も
、
従
来
は
無
種
性
・
断
善
根
・
極
悪
の
徒
と
さ
れ
た
最
低
・
底
下
の
不
成
佛
者
・
一
闡
提
の
成
佛
を
打
ち
出
し
た
景
観
で
あ
る
。
「
山
高
く
し
て
水
長
し
」、「
山
高
く
し
て
裾
野
広
し
」
と
ば
か
り
、
シ
ャ
カ
が
最
高
度
に
神
格
化
さ
れ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
最
低
・
埒
外
の
不
成
佛
者
・
一
闡
提
を
包
摂
し
た
そ
の
景
観
は
、
永
遠
・
至
高
の
神
に
し
て
、
罪
人
を
救
い
た
も
う
キ
リ
ス
ト
の
福
音
の
遠
景
と
し
て
眺
め
ら
れ
よ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
元
迫
害
大
将
に
し
て
、
一
闡
提
と
も
い
う
べ
き
使
徒
パ
ウ
ロ
の
頌
栄
を
響
か
せ
て
結
び
た
い
。
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
罪
人
を
救
は
ん
為
に
世
に
来
り
給
へ
り
」
と
は
、
信
ず
べ
く
正
し
く
受
く
べ
き
言
な
り
。
其
の
罪
人
の
中
に
て
我
は
首
な
り
。
…
願
は
く
は
萬
世
の
王
、
す
な
は
ち
朽
ち
ず
見
え
ざ
る
唯
一
の
神
に
、
世
々
限
り
な
く
尊
貴
と
栄
光
と
あ
ら
ん
事
を
、
ア
ァ
メ
ン
。〈
第
一
テ
モ
テ
一
‥
一
五
〜
一
七
〉
〈
終
〉
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〈
注
〉
①
大
正
一
二
‥
八
○
八
ｃ
。
昭
和
二
・
二
七
九
。
②
大
正
一
二
‥
七
三
六
ａ
。
昭
和
二
・
一
、
二
。
③
大
正
一
二
‥
七
三
七
ａ
。
昭
和
二
・
二
。
④
大
正
一
二
‥
七
三
七
ａ
、
ｂ
。
昭
和
二
・
二
、
三
。
⑤
大
正
一
二
‥
七
四
五
ｃ
。
昭
和
二
・
三
六
。
⑥
大
正
一
二
‥
七
六
九
ａ
。
昭
和
二
・
一
二
六
。
⑦
大
正
一
二
‥
八
一
八
ｃ
。
昭
和
二
・
三
一
八
。
⑧
大
正
一
二
‥
七
六
九
ａ
。
昭
和
二
・
一
二
六
。
⑨
大
正
一
二
‥
八
○
九
ａ
。
昭
和
二
・
二
八
○
。
⑩
大
正
一
二
‥
八
二
七
ｃ
。
昭
和
二
・
三
五
三
。
⑪
大
正
一
二
‥
八
二
七
ｃ
。
昭
和
二
・
三
五
三
。
⑫
大
正
一
二
‥
八
二
二
ａ
。
昭
和
二
・
三
三
○
。
⑬
大
正
一
二
‥
八
二
六
ｃ
。
昭
和
二
・
三
四
九
、
三
五
○
。
⑭
こ
の
七
法
を
七
衆
生
に
合
す
る
の
に
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
即
ち
、
そ
の(
一)
は
、
次
第
合
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、「
善
」
は
第
二
人
、「
不
善
」
は
第
一
人
、「
方
便
」
は
第
三
人
、「
解
脱
」
は
第
四
人
、「
次
第
」
は
第
五
人
、「
因
」
は
第
六
人
、「
果
」
は
第
七
人
と
す
る
。
そ
の(
二)
は
、
総
合
と
も
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
、「
善
」
・「
不
善
」
は
第
一
、
第
二
の
二
人
、「
因
」
は
第
三
よ
り
第
六
人
に
、「
果
」
は
第
七
人
に
合
す
る(
安
註)
、〈
国
訳
一
切
経
涅
槃
部
第
二
巻
六
五
五
頁
脚
注
〉。
⑮
常
盤
大
定
「
佛
性
の
研
究
」
明
治
書
院
、
昭
和
一
九
年
。
六
四
頁
。
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⑯
大
正
一
二
・
八
三
四
ａ
。
昭
和
二
・
三
七
八
。
⑰
五
千
起
去
も
、
佛
智
の
慈
悲
心
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」
に
は
阿
羅
漢
に
他
の
声
聞
衆
も
会
中
に
不
在
に
も
修
行
次
第
で
成
佛
し
う
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
涅
槃
経
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
⑱
親
鸞
は
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」(
教
行
信
証)
信
巻
抑
止
文
釈
に
お
い
て
、
光
明
寺
善
導
の
観
経
疏
散
善
義
の
問
答
を
引
い
て
、
こ
の
「
五
逆
誹
謗
正
法
を
除
く
」
の
文
を
、「
こ
の
義
あ
ふ
い
で
抑
止
門
の
な
か
に
つ
い
て
解
す
。
四
十
八
願
の
な
か
の
ご
と
き
、
謗
法
と
五
逆
を
の
ぞ
く
こ
と
は
、
し
か
る
に
こ
の
二
業
、
そ
の
障
極
重
な
り
。
衆
生
も
し
つ
く
れ
ば
、
た
だ
ち
に
阿
鼻
に
い
り
て
歴
劫
同
章
し
て
出
づ
べ
き
に
由
無
か
ら
ん
。
た
だ
如
来
そ
の
こ
れ
ら
二
つ
の
過
を
造
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
方
便
し
て
止
め
て
『
往
生
を
得
ず
』
と
の
た
ま
へ
り
。
ま
た
こ
れ
を
摂
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
ま
た
下
品
下
生
の
中
に
、
五
逆
を
取
り
て
謗
法
を
除
く
こ
と
は
、
そ
れ
五
逆
は
已
に
作
れ
り
、
捨
て
て
流
転
せ
し
む
べ
か
ら
ず
、
か
へ
り
て
大
悲
を
発
し
て
摂
取
し
て
往
生
せ
し
む
。
然
る
に
謗
法
之
罪
は
未
だ
つ
く
ら
ず
、
ま
た
止
め
て
『
若
し
謗
法
を
起
さ
ば
即
ち
生
を
得
じ
』
と
の
た
ま
ふ
。
こ
れ
は
末
造
業
に
つ
き
て
解
す
る
な
り
、
も
し
造
ら
ば
か
へ
り
て
摂
し
て
生
を
得
し
む
。」(
明
治
書
院
版
、
一
一
五
、
一
一
六
頁)
⑲
大
正
一
二
‥
六
二
四
ｃ
。
六
二
五
ａ
。
昭
和
一
・
八
一
、
八
二
。
⑳
大
正
一
二
‥
六
六
○
ｂ
。
昭
和
一
・
二
二
四
、
二
二
五
。
澡
大
般
泥
　
経
巻
第
六
。
大
正
一
二
‥
八
九
三
ａ
。
澤
大
正
一
二
‥
七
二
四
ａ
。
昭
和
一
・
四
七
七
、
四
七
八
。
澹「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」
二
信
巻
三(
一
二
六)
明
治
書
院
版
一
○
○
頁
。
濆
大
正
一
二
‥
七
二
八
ａ
。
昭
和
一
・
四
九
四
。
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前
同
書
一
○
六
頁
。「
世
尊
。
若
我
審
能
破
壊
衆
生
諸
悪
心
者
。
便
我
常
在
阿
鼻
地
獄
。
無
量
劫
中
為
諸
衆
生
。
受
大
苦
悩
。
不
以
為
苦
。」
澪「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
」
総
序
。(
明
治
書
院
版
一
頁
）。
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